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シシュュロローーダダーー日日本本フファァンンドド  
（（確確定定拠拠出出年年金金向向けけ））  

第22期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2023年８月24日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー日本ファンド（確定拠出年金

向け）」は、2023年８月24日に第22期の決算を行いま

した。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
信託財産の成長を目的として、積極的な
運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー日本マザー
ファンド受益証券とします。 

シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

わが国の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー日本 
マザーファンド 
の 株 式 お よ び 
外 貨 建 資 産 の 
組 入 上 限 比 率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は行
いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年８月24日、ただし当該日が
休業日の場合は翌営業日）に、利子・配当
収入と売買益（評価損益を含みます。）等
から基準価額の水準等を勘案し行います。 
分配金は税金を差し引いた後、自動的に
無手数料で再投資されます。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・機関投資家営業部 電話番号 03-5293-1357 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

( T O P I X ) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

18期(2019年８月26日) 22,265 0 △18.0 1,478.03 △13.5 99.0 0.5 12,958 

19期(2020年８月24日) 24,560 0 10.3 1,607.13 8.7 100.1 0.0 12,532 

20期(2021年８月24日) 30,232 0 23.1 1,934.20 20.4 99.9 0.0 14,116 

21期(2022年８月24日) 31,945 0 5.7 1,967.18 1.7 98.5 0.8 14,768 

22期(2023年８月24日) 39,199 0 22.7 2,286.59 16.2 99.9 0.1 18,639 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 
（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ( T O P I X ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年８月24日 31,945 － 1,967.18 － 98.5 0.8 

８月末 32,098 0.5 1,963.16 △ 0.2 97.7 1.1 

９月末 30,746 △ 3.8 1,835.94 △ 6.7 97.0 1.4 

10月末 32,110 0.5 1,929.43 △ 1.9 98.7 1.3 

11月末 33,204 3.9 1,985.57 0.9 98.8 1.3 

12月末 32,188 0.8 1,891.71 △ 3.8 100.1 0.0 

2023年１月末 33,551 5.0 1,975.27 0.4 99.7 － 

２月末 33,879 6.1 1,993.28 1.3 99.2 － 

３月末 33,830 5.9 2,003.50 1.8 98.3 0.8 

４月末 34,752 8.8 2,057.48 4.6 98.5 0.8 

５月末 36,031 12.8 2,130.63 8.3 98.7 0.8 

６月末 38,951 21.9 2,288.60 16.3 99.6 0.4 

７月末 39,821 24.7 2,322.56 18.1 100.2 0.1 

(期  末)       

2023年８月24日 39,199 22.7 2,286.59 16.2 99.9 0.1 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 
（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 
 

※ 当ファンドは、約款で東証株価指数（TOPIX）をベンチマークとすることを定めております。 
 ベンチマークとは、ファンドを運用する際、投資成果の基準となる指標のことです。 
 東証株価指数（TOPIX）は、わが国株式市場全体のパフォーマンスを表す代表的な指数です。 
 また、東証株価指数（TOPIX）は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産であり、この指数の算出、数値の

公表、利用など株価指数に関するすべての権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が有しています。 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○運用経過 (2022年８月25日～2023年８月24日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および東証株価指数（TOPIX）は、期首（2022年８月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首31,945円でスタートした基準価額は、39,199円（分配後）で期末を迎え、期首比22.7％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。一方、ベンチマークである東証株価指数（TOPIX）は、16.2％の上昇で、当ファ

ンドは、ベンチマークを6.5％上回りました。 

当期の日本株式市場は、前半は上値の重い展開で狭い範囲内での上下動に留まりましたが、後半は海外投資

家の買いが牽引する力強い上昇局面へと移行しました。基準価額も同様の推移を経て上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

 

・2022年８月下旬のジャクソンホール会議では、パウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長がインフレ抑
制への強い姿勢を示し、利上げ長期化の見方から世界的な株安となりました。 

・10月中旬から11月下旬にかけては、米消費者物価指数（ＣＰＩ）の伸び率が市場予想を下回ったことや、
ウォール・ストリート・ジャーナルがＦＲＢによる利上げペース鈍化の見方を報じたことなどから、株式市
場は上昇しました。 

・12月は、欧米の景気後退懸念に加えて、12月下旬に日銀の金融政策決定会合でイールドカーブ・コントロー
ル（ＹＣＣ）が修正され、日本株式は大幅な下落となりました。 

・2023年１月は、米国の賃金上昇の伸びが鈍化したことや、日銀の金融政策が据え置かれたことから大幅な上
昇となりましたが、２月は中国の景況感悪化や米国における長期金利の上昇を受けて方向感のない展開と
なりました。 

・３月10日（現地時間）にシリコンバレーバンクが破綻したことをきっかけに、世界的な株安となりました。
その後、経営不振に陥っていたクレディ・スイスをＵＢＳが買収すると報じられたことや、金融危機を回避
するために世界の中央銀行が協調してドル供給を強化すると発表したことを受けて、３月後半からは信用
不安が後退し、相場が急回復しました。 

・４月は、米国の景気減速懸念から一時的に売られる局面もありましたが、中旬以降は米国の著名投資家が日
本株式に対して強気な見方を示したことや、日銀の金融緩和継続による円安の進展を受けて堅調な相場展
開となりました。 

・５月以降も、良好な企業決算に加えて、資本コストを意識した経営を求める東証の要請に対する期待感から
海外投資家を中心に買いが広がり、日本株式は続伸しました。 

・７月末の日銀によるＹＣＣの運用柔軟化を受けて、国内では長期金利が上昇しました。８月に入ると米国国
債の格下げや中国経済の不振などが投資家心理にマイナスの影響を与えましたが、円安や企業業績の上方
修正期待などが日本株式市場を下支えしました。 

・セクター別では、上位３業種が、鉄鋼、銀行業、卸売業で、下位３業種は精密機器、石油・石炭製品、サー
ビス業となりました。 
 

 

 
・インド市場での新型ＳＵＶモデル販売好調などを背景に市場シェアの回復が見込まれるスズキを新たに組

み入れました。 
・国内既存店売上において、客数・客単価ともに伸長、海外でも韓国を中心に大幅増収増益を実現しており、

好調な業績推移が期待できるＡＢＣマートの組入比率を引き上げました。 
・デュシェンヌ型筋ジストロフィー治療薬に関して、既存製品のビルテプソの成長に加えて豊富な開発パイ

プラインを有する日本新薬の組入比率を引き上げました。 
・株価が下落基調で推移してきたリログループですが、主力の借上社宅管理と福利厚生の二事業において、中

長期的に安定成長が期待できるとの判断から組入比率を引き上げました。 
・株価上昇により割安感が後退したことや半導体パッケージ向けメッキ用薬品の減速感などを考慮して上村

工業の組入比率を引き下げました。 
・産業革新投資機構によるＴＯＢ（株式公開買い付け）によって上場廃止となる見込みが発表されたＪＳＲで
すが、買い付け価格にサヤ寄せされる格好で株価が上昇したことを受けて売却しました。 

・業績不振の前評判に反して良好な四半期決算を発表した良品計画が翌日にストップ高となりました。商品
の差別化や価格優位性において競争力の低下が懸念される点は払拭できておらず、急騰時を好機と捉えて
全売却しました。 

・低調な業績推移に反して生成ＡＩ関連需要への期待などから株価が上昇し、割安感が低下した東京エレク
トロンの組入比率を引き下げました。   

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー日本マザーファンドの運用について 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

2023年７月31日現在 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

 
（プラス要因） 
・オーバーウェイトとしていた低ＰＢＲ（株価純資産倍

率）や低ＰＥＲ（株価収益率）などの特徴を持つバ
リュー株がアウトパフォームしたこと。 

・オーバーウェイトとしていた卸売セクターがアウト
パフォームしたこと。 

・国内長期金利の上昇、同業他社を上回る新契約獲得実
績、株主還元姿勢の変化などを背景にＴ＆Ｄホール
ディングスの株価が上昇したこと。 

・小型建機の拡販により、市場期待を上回る増益計画を
発表した竹内製作所の株価が急騰し、その後も上昇基
調で推移したこと。 

・減収減益ながらも会社計画を上回るペースで業績が
進捗していることや、中長期で半導体パッケージ向け
めっき薬品の売上拡大が見込まれることなどから上
村工業の株価が上昇基調で推移したこと。 

 
（マイナス要因） 
・オーバーウェイトとしていた小型株がアンダーパ

フォームしたこと。 
・アンダーウェイトとしていた銀行セクターがアウト

パフォームしたこと。 
・通期業績の未達リスクや海外事業の先行き不透明感などからリログループの株価が下落基調で推移したこと。 
・収益性が高い高付加価値製品の受注が急減速したオプトランの株価が急落したこと。 
・競合企業の新薬に関するニュースフローがマイナスの影響を与えた日本新薬の株価が低調に推移したこと。 

 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一
の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第22期 

2022年８月25日～ 
2023年８月24日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 29,199  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）です。
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○今後の運用方針 

当ファンドでは個別銘柄に対する調査に基づく中長期の業績見通しや株価の割安度などを重視した銘柄選

択を行い、長期的なリターンを最大化することを意識した運用を行っています。基本戦略は成長性と割安さを

兼ね備えた銘柄の発掘と長期保有です。 

長期の成長性については、定量的なデータに加えて事業モデルの堅牢性や経営者の哲学など定性的な要素

を加味して考察を加えます。また、企業の成長を長い時間軸で捉えるためには、過去に辿ってきた道筋を遡っ

て検証することも重要です。そうした過程の中から企業の本質的な強みや弱みが浮き彫りになってくること

があります。 

割安度については収益予測に基づいたＰＥＲを軸とした上で、様々な評価尺度や手法を参照し、多面的に判

断するよう心掛けています。 

また、市場平均を上回る成績を上げるためには、ポートフォリオ構築や銘柄選択、売買タイミングなどに関

して、市場で支配的な考え方から距離を置き、独自性を追求することも肝要だと考えます。 

2018年以降、小型株のアンダーパフォーマンスが続いてきました。調整期間の長さや、大型株に対する割安

感が拡大していることなどから、今後は相対パフォーマンスに改善が見られるかもしれないと考えていまし

た。実際には規模の違いによる騰落率格差が出にくい小康状態を経て、2023年５月の上昇局面は大型株が主導

する格好となり、小型株とのパフォーマンス格差が再加速する結果となりました。こうした状況は、海外投資

家の日本株式に対する見方が強気に転じ、早期に資産配分を引き上げる狙いを持っていたことが代表的な指

数先物、流動性に勝る大型株選好へと繋がり、蚊帳の外にあった小型株との差を生みだしたように見えていま

した。主に需給要因でもたらされた、やや極端な大型株偏重の動きに対しては、揺り戻しの動きがあると想定

しています。 

小型株の中でも堅実な事業ポートフォリオを有し、それに加えて余剰資本を抱えている企業が必要以上に

割安に放置されている状況に着目しています。こうした企業において、将来資本政策や株主還元方針が見直さ

れた場合に、これまで株価に反映されていなかった金融資産の価値の顕在化や、事業の価値に対する過小評価

の見直しなどを通じて再評価に繋がる可能性があると考えています。 

一方で対極にある中大型の成長株においても、過去３年間程の割安株優位の状況下で急速に調整が進み、魅

力的な株価バリュエーション（価値評価）まで下落したように思われるケースが散見されるようになりまし

た。個別のケースごとに業績見通しや適正なバリュエーションを吟味した上で、ポートフォリオへの組入れを

検討したいと考えています。 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年８月25日～2023年８月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 501  1.463  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (264)  (0.770)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (207)  (0.605)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 30)  (0.088)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.018   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.018)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 14   0.040   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.012)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  9)  (0.027)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託手数料等 

 合 計 521   1.521    

期中の平均基準価額は、34,263円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.51％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○売買及び取引の状況 (2022年８月25日～2023年８月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー日本マザーファンド 1,039,988 4,328,807 983,746 4,124,984 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年８月25日～2023年８月24日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー日本マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 23,402,277千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 67,852,834千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年８月25日～2023年８月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年８月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー日本マザーファンド 3,903,006 3,959,248 18,768,027 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○投資信託財産の構成 (2023年８月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー日本マザーファンド 18,768,027 99.5 

コール・ローン等、その他 95,637 0.5 

投資信託財産総額 18,863,664 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年８月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 18,863,664,002   

 シュローダー日本マザーファンド(評価額) 18,768,027,276   

 未収入金 95,636,726   

(B) 負債 224,202,175   

 未払解約金 95,636,726   

 未払信託報酬 125,844,990   

 その他未払費用 2,720,459   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 18,639,461,827   

 元本 4,755,075,488   

 次期繰越損益金 13,884,386,339   

(D) 受益権総口数 4,755,075,488口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 39,199円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 4,623,127,120円 

期中追加設定元本額 1,263,033,037円 

期中一部解約元本額 1,131,084,669円 

○損益の状況 (2022年８月25日～2023年８月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 3,371,648,150   

 売買益 3,704,716,259   

 売買損 △   333,068,109   

(B) 信託報酬等 △   244,161,410   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 3,127,486,740   

(D) 前期繰越損益金 2,484,196,924   

(E) 追加信託差損益金 8,272,702,675   

 (配当等相当額) (   7,925,142,691)  

 (売買損益相当額) (     347,559,984)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 13,884,386,339   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 13,884,386,339   

 追加信託差損益金 8,272,702,675   

 (配当等相当額) (   7,925,142,691)  

 (売買損益相当額) (     347,559,984)  

 分配準備積立金 5,611,683,664   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（3,127,486,740円）、信託約款に規定す

る収益調整金（8,272,702,675円）および分配準備積立金

（2,484,196,924円）より分配対象収益は13,884,386,339円

（10,000口当たり29,199円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2023年８月24日現在) 

＜シュローダー日本マザーファンド＞ 
 下記は、シュローダー日本マザーファンド全体(15,716,628千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（3.8％）    

長谷工コーポレーション 433.8 356 632,790 

五洋建設 724.1 595.8 511,196 

住友林業 400.5 231.7 903,398 

エクシオグループ 357.1 248.1 753,231 

食料品（1.0％）    

プリマハム 350.1 287.3 719,399 

パルプ・紙（0.6％）    

トーモク 177.2 191.7 426,532 

化学（7.1％）    

デンカ 93.3 － － 

エア・ウォーター 781.3 654.3 1,150,586 

四国化成ホールディングス 545.7 496.2 710,558 

ＪＳＲ 132.3 7.3 29,638 

日油 99.3 87.4 539,520 

エスケー化研 12.8 70.8 501,264 

Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ 141.4 － － 

上村工業 297.4 204.8 1,886,208 

日東電工 54.5 32 312,512 

藤森工業 45.8 41.6 149,344 

ＪＳＰ 74.8 － － 

医薬品（4.2％）    

アステラス製薬 725.9 691.1 1,528,367 

日本新薬 107.8 177.7 1,099,429 

ペプチドリーム 183.6 273.7 497,039 

石油・石炭製品（0.7％）    

ＥＮＥＯＳホールディングス 1,424.9 1,037.3 545,619 

ゴム製品（2.0％）    

ブリヂストン 101.1 101.2 561,356 

ニッタ 194.5 212.1 693,567 

三ツ星ベルト 27.6 － － 

バンドー化学 178.2 178.2 263,379 

ガラス・土石製品（2.8％）    

黒崎播磨 64.2 55.3 553,553 

ニチアス 412.4 390.8 1,160,676 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ニチハ 49.8 100.8 324,576 

鉄鋼（0.9％）    

東京製鐵 457 420.9 657,866 

金属製品（1.8％）    

トーカロ 711.5 636 890,400 

東プレ 278.8 257.3 436,380 

機械（7.6％）    

アマダ 403.8 412.8 601,449 

ＦＵＪＩ 299.3 262 623,691 

オプトラン 434.7 454.7 850,289 

ＳＭＣ 22.8 21 1,437,870 

竹内製作所 381.7 295.7 1,287,773 

ＴＰＲ 204.8 159 283,815 

イーグル工業 350.2 331.1 553,268 

電気機器（7.6％）    

ブラザー工業 293.6 211 515,473 

ミネベアミツミ 362.4 396.8 973,152 

アルバック 80.2 100.6 565,975 

ＴＤＫ 315.1 239.1 1,233,038 

アオイ電子 325.7 297.9 534,134 

エスペック 98.7 122.9 273,575 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ 193.6 152.9 597,839 

カシオ計算機 220 186.3 240,513 

小糸製作所 53.3 92.4 221,482 

東京エレクトロン 15.7 21.5 467,625 

輸送用機器（9.8％）    

豊田自動織機 218 185.9 1,854,538 

モリタホールディングス 168.8 172.2 276,208 

いすゞ自動車 455.2 560.7 1,003,372 

トヨタ自動車 657 376.6 903,840 

武蔵精密工業 131.2 83.2 143,436 

アイシン 178.7 104.9 484,533 

スズキ － 230.7 1,245,087 

ヤマハ発動機 162.6 193.8 733,533 

ハイレックスコーポレーション 535 399.2 481,036 
 

国内株式 
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シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

日本精機 161.6 146.1 146,246 

精密機器（2.7％）    

ナカニシ 464.7 405.8 1,410,155 

東京精密 99.2 69.1 552,800 

その他製品（0.5％）    

オカムラ 114.3 162.1 354,188 

陸運業（1.9％）    

東海旅客鉄道 23.6 20.2 368,953 

ハマキョウレックス 98.1 87.4 361,836 

山九 152.6 131.9 655,543 

情報・通信業（8.9％）    

三菱総合研究所 － 51.2 255,488 

ネクソン 476.1 451.7 1,273,794 

ＳＲＡホールディングス 82.5 135.7 445,096 

大塚商会 237.9 218 1,369,258 

中部日本放送 514.2 501.8 297,567 

ＫＤＤＩ 270.3 239.9 1,035,408 

沖縄セルラー電話 290 377.8 1,157,957 

ＤＴＳ 237.3 161.7 515,014 

ミロク情報サービス 99.4 158.7 244,398 

卸売業（7.5％）    

シップヘルスケアホールディングス 117.1 97 236,922 

伊藤忠商事 589.9 451.2 2,477,990 

三井物産 255.4 209.2 1,120,475 

阪和興業 234 186.5 856,967 

稲畑産業 136.9 55.1 173,565 

因幡電機産業 283.2 225 695,250 

小売業（5.5％）    

サンエー 76.9 80 389,600 

エービーシー・マート 65.7 129.4 1,015,401 

パルグループホールディングス 173.1 46.7 191,937 

ナフコ 449.9 278.8 528,883 

マツキヨココカラ＆カンパニー 39.8 8.3 72,932  

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

クリエイトＳＤホールディングス 169.7 148.4 549,080 

良品計画 255.5 － － 

ベルク 203.6 193.4 1,293,846 

銀行業（5.7％）    

三井住友フィナンシャルグループ 454.8 385.7 2,524,020 

武蔵野銀行 123.9 102.3 260,558 

ふくおかフィナンシャルグループ 401.5 416.2 1,406,339 

保険業（6.0％）    

東京海上ホールディングス 225.6 545.8 1,728,548 

Ｔ＆Ｄホールディングス 1,065.5 1,164.1 2,700,129 

その他金融業（3.6％）    

全国保証 133.6 135.9 682,625 

オリックス 809.2 732.7 1,940,555 

イー・ギャランティ 42.1 33.8 66,349 

不動産業（3.5％）    

オープンハウスグループ 25.9 34.3 162,753 

パーク２４ 78.8 68.4 138,578 

住友不動産 141.5 155.9 554,848 

スターツコーポレーション 450.2 453.7 1,374,711 

日神グループホールディングス 855.7 705.4 357,637 

サービス業（4.3％）    

ツカダ・グローバルホールディング 191.8 191.8 92,255 

リクルートホールディングス － 88.7 433,743 

リログループ 397.3 623.4 1,039,519 

ニシオホールディングス 307.3 246.2 885,089 

トーカイ 406.4 382 715,868 

合 計 
株 数 ・ 金 額 28,684 25,996 73,935,629 

銘柄数＜比率＞ 102 100 ＜99.2％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、このファンドが組入れている親投資信託

の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 91 － 
 
（注） 単位未満は切捨て。  

先物取引の銘柄別期末残高 
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